
とっとり学力・学習状況調査を校内研
究の中心に据えた、米子市立加茂小学校
の先進的な取組を掲載しています。

第４章

校内研究における活用
・米子市立加茂小学校



とっとり学力・学習状況調査の「非認知能力」「学習方略」の視点を生かした 

校内研究における活用 

～米子市立加茂小学校の取組～ 
 

１ はじめに 

米子市立加茂小学校では、学校教育目標「自ら考え 共に学び 心豊かに たくましく生きる

子どもの育成」のもと、とっとり学力・学習状況調査の「非認知能力」「学習方略」の視点を生か

した、指導と評価の一体化に基づく指導や支援の充実・授業づくりについて、校内研究を進めて

いる。自作の学校づくりアンケートの児童の回答や、単元たしかめ・到達度評価問題及び各種学

力・学習状況調査の実施結果等から、「分からないことがそのままになってしまっていることか

ら、自分の力で問題を解くことができず、さらに自信や学ぶ意欲が低下している」という現状を

つかんでいる。その実態を踏まえ、令和５年度より算数科を先導教科とし、とっとり学力・学習

状況調査の「非認知能力」と「学習方略」の視点を取り入れた授業づくり等を研究することで、

児童一人一人が自分のよさに気付き、「分かる」「できる」「考えてみたい」と感じながら、自分の

可能性を信じて学習に向かうことができる児童の育成を目指している。本報告書では、今年度の

１０月に２年間の取組の成果について米子市初等教育研究発表会でまとめた研究紀要より、とっ

とり学力・学習状況調査の結果の活用の取組について抜粋して紹介する。 

 

２ 研究仮説 

３ 研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                

 

とっとり学力・学習状況調査の結果を活用して「学習方略」の視点を取り入れた授業づくり

や、児童に達成させたい具体的な姿であるＡ・Ｂ基準を明確にした授業づくり、とっとり学力・

学習状況調査の「非認知能力」の視点を加味した「自己効力感」を向上させる取り組みについて

研究し、実践することによって、児童全員が「分かる」「できる」「考えてみたい」と感じ、自信

をもって学習に取り組める児童が増え、「自己効力感」が高まり、自ら考え、共に学び、心豊か

にたくましく学習する児童と集団が育つであろう。 

 

〈加茂小学校学校教育目標〉 

自ら考え 共に学び 心豊かに たくましく生きる子どもの育成 

快活な学校 

 ○自己効力感向上チーム 

○環境整備チーム 

○アンケート研究チーム 

 

非認知能力向上部 
心を育てる取り組み 

学習方略研究部 
「分かる」「できる」「考えてみたい」授業づくり 

 

認め合い 自ら考え 共に学び合う加茂っ子 
～ 『非認知能力』・『学習方略』の視点を生かした算数授業のあり方 ～ 

〈研究主題〉 

○基礎学力向上チーム 

○ICT活用チーム 

○学習指導チーム 
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４ 具体的な取組 

（１） とっとり学力・学習状況調査の分析結果を生かした学年での取組 

令和５年度は、帳票４０を活用し、個々の児童生徒の現状と伸びを把握することで、各学年の傾

向について分析し、一年後に目指す児童の姿を設定すると共に、伸ばしたい「非認知能力」と「学

習方略」を選び、算数の授業において必要な支援の工夫を実践した。 

この取組を踏まえ、令和６年度は「自己効力感」の向上に焦点化し、各学年で一年後に目指す児

童の姿を設定すると共に、「自己効力感」を高めるための「学習方略」を選び、算数の授業におい

て、どの場面でどのような支援の工夫ができるのかを考え実践している。 

ここでは、「各学年のゴール」と具体的な取組について紹介する。 
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令和６年度  ４ 年生のゴール 
児童の実態  友達と学び合いながら「できるようになりたい。」と学習に対してやる気をもっている児童が多い。 

              考えを自分なりの言葉で書いたり、友達の言葉を自分の言葉で説明したりすることが苦手である。 

 

 

 

 

 

 

 

１学期に目指す児童の姿 

1学期の算数の授業での作戦 

非認知能力 学習方略 

どの場面で どんな作戦に取り組むか 

・「ふりかえりのポイント」の提示の仕方の工夫 

・「ノート名人」の掲示・良いふり返りを紹介 

・「算数お宝ことば」を生かしたふり返りを価値付け 

 

１学期の成果と課題 

ふり返りが習慣化するようになり、友達の言葉や意見、キーワードを基にふり返りを書く児童が増えた。 

低位の児童はふり返りを具体的に書くことが難しい児童が見られた。 

学習の個人差が大きく、基礎が定着していない児童に対する適切な支援を考える。 

学年として「認知的方略」の数値に変容が見られず、特に「努力調整方略」の数値も低くなった。 

２学期の算数の授業での作戦 
どの場面で どんな作戦に取り組むか 

・ふり返りの手立ての継続（低位の児童への手本の提示） 

・問題の難易度を変えたり、数値を変えたりする。 

・九九表やヒントカード等の学習支援を行う。 

２学期の成果と課題 

２学期に目指す児童の姿  

ふりかえりで、自分の成長や友だちとの関わり、自分の理解度、次時につながる内容を書くことができる。 

わからないことがあっても、支援を活用して、難しい問題もあきらめずに解くことができる。 

１年後の児童の姿 

「自己効力感」 
 

３学期の算数の授業での作戦 
どの場面で どんな作戦に取り組むか 

１・２学期「認知的方略」 

ふり返りで、自分の成長や友達との関わり、自分の理解度を書くことができる。 

 

ふり返り 

チャレンジ問題 

ふり返り 

自分の言葉で自分の考えを表現し、自信をもって難しい問題にもチャレンジする姿 

 

２学期「努力調整方略」 

ふり返りで、 



 

≪４年生の目標≫ 

自分の言葉で自分の考えを表現し、自信をもって難しい問題にもチャレンジできる児童の育成 

 

令和５年度は、「非認知能力」の「自己効力感」を伸ばすた

めに、「学習方略」の「作業方略」の視点から、「友達の考えを

復唱し、ペアで大切なポイントや解き方を確認する」「ノート

に友達の意見や大切だと思ったことを自分から書くようす

る」等の取り組みを行った。その結果、友達の考えを進んでノ

ートに書いたり、「できるようになりたい。」と友達と話し合っ

たりする等、友達と学び合う姿が増えたという成果があった。 

一方、自分の考えに自信が持てず、間違えることを不安に思い、ノートに自分の考えを書くこと

ができない様子や、ふり返りが一言しか書けなかったり、まとめの内容をそのまま書いたりする等、

自分なりに学んだことが書けない様子が多く見られた。 

そこで、４年生では、「学習方略」の「認知的方略」に重点を置いて、まずはふり返りを自分の言

葉で書くことができるよう、次の３点の手立ての工夫を行った。 

① 理解度をより深める「ふりかえりのポイント」の提示の仕方の工夫 

②「ノート名人」の掲示による手本となるふり返りの紹介 

③「算数お宝ことば」に掲示されている言葉を生かしたふり返りの価値付け 

以上の取り組みを通して、まずはふり返りを書く場面で、自分の考えや学んだことを自分の言葉

で表現できるようになることで「できた」「わかった」と感じて「自己効力感」が向上し、間違える

ことを恐れず、自信をもって自分の考えを表現し、難しい問題にもチャレンジできる児童の姿を目

指していきたいと考えた。 

 

【取組の実際】 

① 自分の理解度をより深めるための「ふりかえりのポイント」の提示の仕方の工夫 
毎時間「ふりかえりのポイント」を提示するだけでなく、右図の３つ 

のポイントから、それぞれ１時間の授業の中で自分が理解したことを具体

的に自分の言葉で書くことができるよう、例文を提示する等を行った。 

机間指導をする際には、良いふり返りを学級全体に広げられるよう、上の

例文のようなふり返りを書くことができている児童のふり返りを紹介し

た。また、詳しく書けていない児童には、どんな説明でわかったのか問いか

けたり、どの部分にどのような付け加えをするとより自分の理解度が深ま

るか助言したりした。 

 

 

② 「ノート名人」の掲示で手本となるふり返りの良いところを紹介 

自分が理解したことや、友達がどんな説明をしていたか、次

のどんな学習に生かしていきたいか等、「認知的方略」の視点

で、具体的に詳しく自分の理解度をより深めるふり返りを書く

ことができている児童のノートをコピーし、どのような点が良

いのかコメントを書いて、児童に紹介し、「ノート名人」とし

て掲示した。特に、４月当初の算数のアンケートで「自己効力

感」が低い傾向にあった児童がふり返りを具体的に書くことが

できたときは、「苦手」という気持ちが「できる」という気持

ちになって、自分に自信をもつことができるよう、掲示するだ

けでなく児童全体の前で大きく取り上げて、その児童のふり返

りの良いところを紹介するようにした。 

 

 

 

 「できるようになりたい。」と進んで友達と話し合おうとする姿 

 

自分が大切だと思ったキーワード

を入れたり、友達がどのような説明

をしたか詳しく書いたりできるよう

になってきました！ 
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③「算数お宝ことば」に掲示されている言葉を生かしたふり返りを価値付け 

単元計画を立てる際には、それぞれの単元で習得してほしい算数用語

を明確にし、「算数お宝ことば」として掲示して、授業中の説明で使う

よう声をかけたり、実際に説明で使っている児童の姿を価値付けたりし

た。 

「算数お宝ことば」を提示する際は、児童が自分たちの導き出した言

葉だと思えるよう、教師から一方的に提示するのではなく、授業中に出

てきたキーワードを児童と一緒に確認しながらその場で短冊に書いた

り、児童に「どんな言葉が大事だと思う？」と問いかけながら書いたり

するようにした。 

さらに、自分が学んだことや大切だと思ったこと等を具体的に詳しく

書くことができるよう、授業中に使った「算数お宝ことば」をふり返り

にも書き入れるよう声かけをした。授業後にノートを回収してチェック

するときには、ふり返りの中で「算数お宝ことば」を使ってより理解度

を高めることができている児童のノートに花丸をつけたり、コメントを

書き入れたりする等して価値付けするようにした。 

 

 

 

 

（２）「学習方略」の視点を取り入れた授業づくり 

      

 

「３ 研究の構想」に示してあるよう

に、組織として、心を育てる取組である

「非認知能力向上部」と、「分かる」「で

きる」「考えてみたい」授業づくりを進め

る「学習方略研究部」で研究を推進して

いる。 

令和５年度は、学習指導案を作成する

際にも、各学年で選んだ「非認知能力」

と「学習方略」の視点を生かした具体的

な指導の工夫や支援について記載し、意

識を高めていた。 

そして、令和６年度からは、算数の授

業において、「自己効力感」を高めるた

めに各学年で選んだ「学習方略」の視点

を生かした支援について、どの場面で

どのような工夫ができるのかをより具

体的に示すことでより意識を高めてい

た。 

次ページより、「学習方略研究部」の

取組の具体と合わせて、「学習指導チー

ム」の実践について紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                

 

〈加茂小学校学校教育目標〉 

自ら考え 共に学び 心豊かに たくましく生きる子どもの育成 

快活な学校 

 ○自己効力感向上チーム 

○環境整備チーム 

○アンケート研究チーム 

 

非認知能力向上部 
心を育てる取り組み 

学習方略研究部 
「分かる」「できる」「考えてみたい」授業づくり 

 

認め合い 自ら考え 共に学び合う加茂っ子 
～ 『非認知能力』・『学習方略』の視点を生かした算数授業のあり方 ～ 

〈研究主題〉 

○基礎学力向上チーム 

○ICT活用チーム 

○学習指導チーム 
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① 学習方略研究部の取組 
令和５年度から一年間を通して、とっとり学力・学

習状況調査の「学習方略」の視点を算数の授業に取り

入れることで、児童全員が「分かる」「できる」「考え

てみたい」と感じることができるよう研究を行ってき

た。それによって、令和５年１２月に行った学校づく

りアンケートでは、『「めあて」と「ふりかえり」の一

貫性を意識した、「よくわかる授業」が行われている。』

という項目において、肯定的回答が教職員 100％、児

童 84％であった。 

また、校内独自の算数アンケートでは、「授業で教え

てもらった基本的なことは理解できたと思う。」の肯定

的回答は 94％となっている。さらに、とっとり学力・

学習状況調査においてほぼ全ての階層において、現５

年生と６年生が算数の学力が向上し、特に、最上位層

の児童と最下位層の児童の学力レベルが向上してい

た。 

このように、令和５年度は、教員の授業力向上によ

って、児童の学習意欲や学力が向上するよう研究を進

めたことで、児童が「分かる」と感じられる授業づく

りができるようになってきていると考えられる。 

一方で、令和５年度に行った毎月行う単元到達度評

価問題（3～6年）と単元たしかめ問題（1、2年）の目

標点に達している児童の割合の全校平均は 50％であり、 

学力向上に至っていないという課題があげられる。さら

に、日々の算数の授業においても、基礎的な学力が定着

していない児童や、自分の力で問題を解くことができず

自信をもって学習に取り組むことができない児童が多

く見られるという課題があげられる。 

そこで、令和６年度も専門部会に「学習方略研究部」

を作り、先導教科である算数の学習を中心に、とっとり

学力・学習状況調査の「学習方略」の視点を取り入れた

授業づくりや、基礎学力を向上するための取り組みに 

ついて研究していくこととした。 

「学習方略研究部」は、基礎学力向上チーム、IＣＴ活

用チーム、学習指導チームの３つのチームに分かれて活

動を行っている。 

基礎学力向上チームは、児童一人一人の基礎学力を上

げるため毎週月・火・金曜日に全校児童が実施している

チャレンジタイムの内容を中心に研究を行っている。 

IＣＴ活用チームは、算数アンケートの集計、算数授業

で IＣＴを活用するための校内研修を行うなど、IＣＴを

活用することで学習効果をより高めるための研究を行っ

ている。 

学習指導チームは、「学習方略」の視点を取り入れた本

校独自の学習指導案の検討、ノート指導の提案、「学習方

略」を算数の授業に生かすための表作りなど、「学習方略」

を効果的に学習に取り入れるための研究を行っている。 

 

 

 

 

令和５年度学校づくりアンケート結果より 

令和５年度とっとり学力・学習状況調査結果より 

令和５年度 加茂小校内研究 指導案形式(案) 

Ver3の一部 

ICT活用研修の様子 
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② 学習指導チーム（学習方略研究部）の実践 

【活動の目的】 

 本校の研究の方向性に沿った、児童に達成させたい

具体的な姿であるＡ・Ｂ基準を明確にし、「学習方略」

の視点から考えた指導の手立てを取り入れた指導案

の形式、ノート指導の基本的な形式を提案した。 

また、「学習方略」を算数の授業の中に組み込む際、

授業の様々な場面に即した手立てを表にまとめ、授業

者が共有できるよう発信した。 

 

【取組の実際】 

（ア）ノート指導形式の提案  

「めあて」「まとめ」「ふりかえり」のつながりを意識した授業になるように、

授業のゴールイメージとして板書計画を授業づくりの核の１つと考えた。そこ

で、板書計画につながるノート指導について、学校としての基本的な形式を以下

の通り提案し、共通理解を図った。さらに、全学年で共通して板書には「めあて

カード」を用いるようにすることで、児童が算数の授業の流れをつかみ、見通し

をもってノートを書くことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度から、A・B 基準を明確にし、加茂小バージョンの

「学習方略」を取り入れた算数の学習指導案の形式につい

て、どんどんブラッシュアップしながら活動を行ってきたよ！ 
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（イ）指導案形式の提案  

分析した結果を授業に生かすための、指導案形式として以下の３点について共有を図った。 

①「学習方略」の視点を授業に取り入れるための表記の方法 

②Ａ・Ｂ基準を明確にした授業作りにつながるための学習過程(本時案)の形式 

③授業のゴールイメージを指導者が明確にもつため指導案に板書計画を取り入れる 

次の通りの形式で、指導案形式の共有を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価規準は「『指導と評価の一体

化』のための学習評価に関する 

参考資料」を参考にする。 

加茂小学校研究 指導案形式 

学年で話し合った「目指す児童の姿」をもとに、

指導案のサブタイトルを設定する。 

単元観点は従来通り。 

 児童観には、次の２点から児童の実態を書く。 

①プレテストの結果からの考察 

②学年で重点的に取り組む「学習方略」の 

分析結果 

※「非認知能力」については指導案に記載しない。 

※「学習方略」の分析結果に用いるデータは、加茂

小独自の算数アンケートの分析結果を用いる。（４

〜６年生はとっとり学力・学習状況調査の結果が

返却されている場合はその分析結果も載せる。） 

 
指導観には 

①本時の学習で授業者が意図して取り組みたいこと

を、具体的な場面を想定して記述する。 

②学年で重点的に取り組む「学習方略」の観点から

授業で取り入れる工夫や支援の視点を書く。「令和

５年度とっとり学力・学習状況調査報告書」また

は、「算数科の学習過程における「学習方略」の表

（加茂小 Ver）」（別紙）を参考にする。 

※記述する「学習方略」について、基本的には学年

で分析した中から低い項目や高い項目など伸ばし

たい項目を１つ選ぶ。しかし、学級の実態や単元

構想によっては、もう１つ「学習方略」を選んで

記述してもよい。 

単元計画は、教科書の指導の内容

を参考に、評価規準とすり合わせ

ながら作成する。 

 ※単元計画の５〜１２時の掲載は割愛しています。  
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本時の評価基準は児童の具体的な姿を 

イメージしながら… 

○ 十分に満足できている。（A基準） 

○ おおむね満足できている。（B基準） 

○ 支援を要する児童への手立てに分けて

書く。 

 

 

① 算数の授業に特化した指導上の留意点 

→従来の算数の指導案の記述を参考に。 

→指導観の記述とリンクさせる。 

 

 

 

※自力解決の場面では、支援を要する

児童の反応も書く。 

 

学習過程は３列にする。 

1番右側の列は「●指導上の留意点     

★評価基準【観点】（評価の方法）」とする。 

この列に書くことは３点 

①算数の授業に特化した指導上の留意点 

②本時目標または評価基準に則った評価の観点 

③とっとり学力・学習状況調査または加茂小 

独自の算数アンケートの分析結果とリンク 

させた支援 

①②については、従来の算数の指導案の 

記述方法をイメージして書く。 

※支援を要する児童の形成的評価を踏

まえた具体的な手立てを記述する。 

 

 

②本時目標または評価基準

に則った評価の観点 

→従来の算数の指導案の

記述を参考に。 

 

※授業終盤の「チャレンジの場面では、 

児童の実態を踏まえ、具体的な姿をイメ

ージしながら A基準と B基準を設定し記

述する。「７評価基準」で記入した児童の

姿をもとに、「７評価基準」の記述よりも

具体的にした姿を記述する。 

 

※A基準と B基準を分けて、式や図を用い

ながら、児童の具体的な姿や解答を記述

する。B基準は、この授業において全て

の児童に達成させたい姿や解答を具体的

に書く。 

 ③とっとり学力・学習状況調査または加茂小

独自の算数アンケートの分析結果とリンク

させた支援になっている。この支援につい

ては四角で囲む。 

【努２】この支援は指導観の以下の支援とリン

クしている。 

「努力調整方略」 

②チャレンジ問題では問題の難易度を変え、

たくさんの問題に取り組めるようにする。 

評価基準 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）算数科の学習過程における「学習方略」の 支援の明確化 

「学習方略」は、本来学習効果を高めるために児童が意図的に行う活動を意味するが、本校で

は、算数の授業にこの「学習方略」の視点を取り入れて、具体的に授業中のどの場面で、どのよ

うな支援や工夫ができるかを、「柔軟的方略」「プランニング方略」「作業方略」「認知的方略」「努

力調整方略」の５つの観点ごとに表にまとめて発信した。また、授業の流れごとに分類すること

で、日々の授業にも活用できるようにした。（P49参照） 

 

  

５ 成果と課題 

〈成果〉◎とっとり学力・学習状況調査の結果を分析することで、各学年担当が子どもたちの実態

と向き合い、同じ気持ちで授業づくりに向かうことができた。指導案の形式から、「学習

方略」の視点を取り入れた学習活動や支援の工夫について、職員全体で共有することで

共通実践へつなげることができた。 

◎昨年度から継続して研究を積み上げることで、「算数科の学習過程における『学習方略』

の表」の内容の充実を図ることができた。各学年の実態に合わせて、必要な「学習方略」

の視点を授業の場面ごとに表にまとめることで日々の授業に生かしやすくなり、学習の

手立てや支援の工夫がより具体的となったことで、実態に即した授業づくりへとつなが

った。 

〈課題〉★「自己効力感」について、授業に取り入れることのできる手立てや工夫を積み上げてい

きたい。 

★「算数科の学習過程における『学習方略』の表」について、「学習方略」の５つの観点の

中でも少ない観点(特に柔軟的方略)がある。研究を推進していく中で、５つの観点の工

夫や手立てをさらに充実させたい。 

★ノート指導については、学年の実態によって全学年を網羅することが難しいと感じた。

学年の実態に合った形での情報発信の仕方について考えていきたい。 

 

授業の地図となる板書計画には、児童に達

成させたい具体的な姿であるＡ・Ｂ基準

や、教師の主発問とそれに対する予想され

る児童の反応も書き入れるようにしたこと

で、児童全員がB基準以上を達成するため

の授業の道筋が見えるようになったよ！ 

※指導案の最後に板書計画を載せる。 

板書計画はデータでも写真でも 

どちらでも可。 
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